
平
成
三
十
年
一
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

八

号

東
京
電
力
原
子
力
事
故
後
に
行
わ
れ
て
い
る
甲
状
腺
検
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子

8



東
京
電
力
原
子
力
事
故
後
に
行
わ
れ
て
い
る
甲
状
腺
検
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
京
電
力
原
子
力
事
故
後
、
福
島
県
は
一
部
国
費
も
投
じ
な
が
ら
、
事
故
当
時
十
八
歳
以
下
を
対
象
に
、
甲
状
腺
検
査
を
実

施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
時
点
ま
で
に
、
適
正
な
検
査
結
果
を
得
る
こ
と
を
困
難
に
さ
せ
る
二
つ
の
課
題
が
判
明
し
て
い

る
。第

一
は
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
福
島
県
の
「
県
民
健
康
調
査
」
検
討
委
員
会
（
以
下
、
委
員
会
）

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
検
査
一
巡
目
の
受
診
率
八
十
一
�
七
％
、
二
巡
目
の
七
十
一
％
と
比
べ
る
と
、
三
巡
目
は
さ
ら
な
る
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
だ
。

二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
一
七
年
度
ま
で
の
三
巡
目
で
は
、
二
〇
一
七
年
九
月
三
十
日
時
点
で
、
事
故
当
時
十
八
歳
以
下

だ
っ
た
対
象
者
三
十
三
万
六
千
六
百
四
十
人
の
う
ち
、
未
だ
十
六
万
千
八
百
八
十
一
人
し
か
受
診
し
て
お
ら
ず
、
受
診
率
は
四

十
八
�
一
％
と
低
迷
し
て
い
る
。
ま
た
、
対
象
者
に
対
し
て
福
島
県
立
医
科
大
学
か
ら
送
ら
れ
る
検
査
通
知
の
う
ち
、
一
万
九

千
通
が
届
か
ず
、
返
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
委
員
会
の
中
で
報
告
さ
れ
た
。
以
下
、
「
受
診
率
低
下
問
題
」
と
す
る
。

第
二
は
、
一
巡
目
か
ら
三
巡
目
の
一
次
検
査
後
に
「
経
過
観
察
」
と
さ
れ
た
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
二
次
検
査
を
受
け
ず
に

保
険
診
療
に
移
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
甲
状
腺
が
ん
の
摘
出
手
術
を
行
っ
て
も
、
検
査
結
果
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、

一



四
歳
児
の
一
例
を
き
っ
か
け
に
、
二
〇
一
七
年
十
月
二
十
三
日
の
委
員
会
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
だ
。

ま
た
、
同
年
十
二
月
二
十
五
日
の
委
員
会
で
も
、
二
巡
目
以
降
の
検
査
を
受
け
て
い
な
い
対
象
者
が
、
福
島
県
立
医
科
大
学

以
外
の
病
院
で
甲
状
腺
が
ん
の
摘
出
手
術
を
受
け
、
そ
れ
が
福
島
県
に
報
告
さ
れ
て
も
、
福
島
県
立
医
科
大
学
の
検
査
結
果
に

は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

二
〇
一
七
年
九
月
三
十
日
時
点
ま
で
で
甲
状
腺
が
ん
ま
た
は
疑
い
と
さ
れ
た
対
象
者
は
百
九
十
三
人
、
手
術
に
よ
り
甲
状
腺

が
ん
と
確
定
し
た
の
は
百
六
十
人
だ
が
、
実
際
は
そ
れ
以
上
に
い
て
、
全
体
把
握
が
で
き
て
お
ら
ず
、
検
査
の
精
度
が
低
い
た

め
に
、
適
正
な
検
査
結
果
を
得
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
以
下
、
「
経
過
観
察
等
問
題
」
と
す
る
。

二
〇
一
八
年
度
か
ら
四
巡
目
の
甲
状
腺
検
査
が
開
始
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

そ
も
そ
も
検
査
の
目
的
は
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
一
巡
目
で
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
に
明
ら
か

に
な
っ
た
健
康
被
害
と
し
て
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
内
部
被
ば
く
に
よ
る
小
児
の
甲
状
腺
が
ん
が
あ
る
」
こ
と
を
前
提
に
、

「
福
島
県
で
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
長
期
に
見
守
る
た
め
に
」
「
甲
状
腺

の
状
態
を
把
握
す
る
」
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
二
巡
目
で
は
「
甲
状
腺
の
状
態
を
継
続
し
て

確
認
す
る
」
と
し
て
実
施
、
二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
は
同
様
の
目
的
で
三
巡
目
を
実
施
中
で
あ
る
。

二



し
か
し
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
「
甲
状
腺
検
査
評
価
部
会
」
で
は
、
委
員
の
祖
父
江
友

孝
・
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
が
、
目
的
に
つ
い
て
、
「
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
長
期
に
見
守
る
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
だ

が
、
「
甲
状
腺
に
か
か
わ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
」
こ
と
と
「
放
射
線
と
小
児
甲
状
腺
が
ん
の
関
係
の
正
し
い
評

価
を
行
う
」
こ
と
の
二
点
を
具
体
的
に
記
述
し
た
方
が
、
今
後
の
方
針
を
検
討
す
る
際
に
、
議
論
が
明
確
化
す
る
と
提
案
を

し
て
い
た
。

国
が
国
費
を
投
じ
る
目
的
も
ま
た
、
甲
状
腺
に
か
か
わ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
と
共
に
、
放
射
線
と
小
児

甲
状
腺
が
ん
の
関
係
を
早
期
に
評
価
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
わ
か
り
や
す
く
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

委
員
会
に
は
環
境
省
か
ら
環
境
保
健
部
長
が
参
加
し
て
い
る
が
、
「
受
診
率
低
下
問
題
」
と
「
経
過
観
察
等
問
題
」
の
解

決
の
た
め
に
、
環
境
保
健
部
長
は
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
。

三

福
島
県
の
甲
状
腺
検
査
に
投
じ
ら
れ
た
国
費
お
よ
び
東
京
電
力
の
拠
出
額
は
、
初
年
か
ら
二
〇
一
七
年
度
ま
で
予
算
額

ベ
ー
ス
で
い
く
ら
か
。
政
府
が
把
握
す
る
各
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
福
島
県
か
ら
福
島
県
立
医
科
大

学
へ
の
検
査
委
託
の
総
額
が
そ
れ
ら
の
総
額
と
異
な
る
場
合
は
、
そ
の
旨
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

福
島
県
の
県
民
健
康
調
査
課
に
よ
れ
ば
、
検
査
通
知
に
使
う
住
所
は
、
基
本
的
に
は
県
が
毎
年
度
初
め
に
把
握
し
た
住
民

三



票
の
情
報
を
福
島
県
立
医
科
大
学
に
提
供
し
、
そ
れ
に
加
え
て
福
島
県
立
医
科
大
学
の
放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
「
住
所
変
更
の
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
て
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
万

九
千
通
が
こ
う
し
た
把
握
か
ら
漏
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
「
受
診
率
低
下
問
題
」
に
つ
い
て
、
今
後
、
国
と
し
て

で
き
る
こ
と
に
は
ど
の
よ
う
な
手
法
が
考
え
ら
れ
る
か
。

「
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
被
災
し
た
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の
生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の
被
災
者
の

生
活
支
援
等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
子
ど
も
被
災
者
支
援
法
）
第
三
条
は
、
「
国
は
、
原
子
力

災
害
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
べ
き
責
任
並
び
に
こ
れ
ま
で
原
子
力
政
策
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
に
伴

う
社
会
的
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
の
手
法
を
真
摯
に
検
討
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

五

「
経
過
観
察
等
問
題
」
は
、
厚
生
労
働
省
が
推
し
進
め
て
き
た
国
民
皆
保
険
お
よ
び
レ
セ
プ
ト
電
算
化
政
策
を
鑑
み
れ

ば
、
そ
の
情
報
を
活
用
し
、
国
と
し
て
検
査
対
象
の
三
十
三
万
六
千
六
百
四
十
人
の
全
員
に
つ
い
て
、
甲
状
腺
が
ん
の
摘
出

手
術
数
が
把
握
で
き
る
と
考
え
る
。
で
き
な
い
と
す
れ
ば
何
故
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

福
島
県
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
長
期
に
見
守
る
た
め
に
甲
状
腺
検
査
を
実
施
し
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
こ
の
検
査

四



の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
検
査
対
象
を
長
期
に
わ
た
っ
て
追
跡
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

子
ど
も
被
災
者
支
援
法
は
、
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
が
広
く
拡
散
し
て
い
る
こ
と
、
当

該
放
射
性
物
質
に
よ
る
放
射
線
が
人
の
健
康
に
及
ぼ
す
危
険
に
つ
い
て
科
学
的
に
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
前
提

に
し
て
お
り
、
こ
の
前
提
を
踏
ま
え
て
、
国
が
、
東
京
電
力
原
子
力
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
が
広
く
拡
散
し

た
地
域
に
事
故
時
に
居
住
等
し
て
い
た
住
民
の
健
康
管
理
に
資
す
る
手
帳
の
発
行
ま
た
は
保
険
証
へ
の
記
載
な
ど
の
仕
組
み

を
創
設
し
、
長
期
に
わ
た
る
悉
皆
調
査
を
可
能
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
で
き
な
い
と
す
れ
ば
何
故
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

五


